
「
現
在
地
は
コ
ム
ソ
モ
リ
ス
ク
。
一
時
間
後
ア
レ
キ
サ
ン
ド
ル
に

着
く
。
直
ち
に
連
結
船
で
ア
ム
ー
ル
河
を
渡
河
す
る
。
こ
こ
は
北

緯
五
十
度
、
ポ
ル
ト
ワ
ニ
ノ
（
間
宮
海
峡
の
ワ
ニ
ノ
港
）
ま
で
二

百
七
十
キ
ロ
で
あ
る
…
…
」

全
員
不
安
も
失
望
も
消
し
と
ん
で
、
港
か
ら
乗
船
し
て
故
国
に

帰
る
！
！
と
大
喜
び
で
あ
っ
た
。

列
車
は
船
に
積
ま
れ
て
渡
河
、
ま
た
走
り
続
け
、
停
車
の
た
び

に
沿
線
の
労
務
者
（
囚
人
）
に
物
を
盗
ま
れ
た
り
、
す
で
に
入
ソ

し
て
伐
採
に
従
事
し
て
い
る
日
本
兵
に
遭
っ
た
り
す
る
。
聞
け
ば

千
島
の
部
隊
の
由
。

十
月
二
十
五
日
、
駅
も
な
い
山
中
で
停
車
、
全
員
下
車
。
二
百

メ
ー
ト
ル
離
れ
た
木
立
ち
の
中
に
収
容
所
が
あ
っ
た
。
こ
こ
が
私

が
二
十
二
年
六
月
復
員
す
る
ま
で
い
た
ム
ー
リ
地
区
の
第
一
分
所

で
あ
っ
た
。
や
が
て
厳
寒
の
中
、
伐
採
作
業
が
始
ま
る
の
で
あ

る
。

シ
ベ
リ
ア
抑
留
体
験
記　 

静
岡
県
　
長
谷
川
喜
一
　 

昭
和
二
十
年
八
月
九
日
午
前
零
時
、
不
寝
番
明
け
番
交
替
直
後

爆
音
と
同
時
に
爆
弾
投
下
と
機
銃
掃
射
の
音
に
、
ア
メ
リ
カ
の
Ｂ

二
九
か
と
思
っ
た
。
夜
が
明
け
て
、
部
隊
長
が
、
ソ
連
軍
が
侵
入

し
て
き
て
日
ソ
開
戦
と
な
っ
た
と
の
こ
と
で
、
直
ち
に
重
病
傷
患

者
は
汽
車
で
後
方
に
送
り
、
独
歩
患
者
は
原
隊
に
帰
し
、
病
院
を

閉
鎖
し
、
十
日
午
前
零
時
、
後
退
し
牡
丹
江
に
到
着
、
以
来
終
戦

ま
で
、
野
戦
病
院
を
開
設
し
て
傷
兵
の
治
療
に
当
た
る
。
多
く
の

傷
兵
が
入
院
し
、
そ
の
治
療
に
当
た
る
病
院
長
の
目
か
ら
涙
が
滝

の
ご
と
く
流
れ
て
い
た
。
入
隊
以
来
、
初
め
て
戦
争
の
悲
惨
を

知
っ
た
。

十
五
日
、
終
戦
と
な
り
、
武
装
解
除
を
さ
れ
、
牡
丹
江
に
各
部

隊
が
集
結
、
再
度
傷
兵
の
治
療
に
当
た
る
。
ソ
連
の
貨
物
列
車
に

て
十
一
月
三
日
、
ち
ょ
う
ど
明
治
節
に
満
州
綏
芬
河
を
経
由
、
シ

ベ
リ
ア
に
入
り
、
ハ
バ
ロ
フ
ス
ク
第
六
分
所
に
収
容
さ
れ
た
。
周



囲
に
は
有
刺
鉄
線
が
張
ら
れ
、
四
隅
に
は
銃
を
持
っ
た
ソ
連
の
兵

士
が
立
っ
て
い
た
。
収
容
所
は
大
き
な
倉
庫
を
改
造
し
た
も
の

で
、
五
百
人
を
収
容
す
る
の
で
、
内
部
は
上
中
下
と
三
段
に
な
っ

て
い
た
。
三
か
月
も
入
浴
が
な
い
た
め
、
毎
日
シ
ラ
ミ
に
攻
め
ら

れ
て
い
た
の
で
、
ま
ず
シ
ラ
ミ
退
治
。

三
日
後
よ
り
作
業
に
入
る
。
昼
夜
三
交
替
な
の
で
、
夜
間
の
作

業
も
あ
っ
た
。
ア
ム
ー
ル
河
畔
の
製
材
工
場
で
、
直
径
一
メ
ー
ト

ル
も
あ
る
大
き
な
木
材
を
長
鋸
で
ひ
く
の
で
、
製
材
が
川
の
ご
と

く
流
れ
て
く
る
。
そ
の
製
材
を
処
理
す
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
鉄

道
の
枕
木
を
一
本
ず
つ
肩
に
担
い
で
、
貨
車
に
積
み
込
む
作
業
、

一
本
の
重
量
は
五
十
キ
ロ
も
あ
る
。
食
糧
は
な
く
、
零
下
五
十
度

の
寒
さ
の
中
で
の
重
労
働
な
の
で
、
多
く
の
友
が
倒
れ
た
。
ま
た

真
夜
中
、
駅
に
貨
車
が
入
る
と
、
石
炭
・
セ
メ
ン
ト
の
貨
車
下
ろ

し
に
出
役
さ
せ
ら
れ
る
。

半
年
後
、
ソ
連
の
政
治
部
員
が
入
り
、
民
主
運
動
が
始
ま
っ

た
。
早
期
帰
国
す
る
た
め
に
は
、
こ
の
運
動
に
参
加
す
る
よ
う
呼

び
か
け
ら
れ
た
。
私
は
こ
の
部
隊
に
一
人
編
入
さ
れ
た
の
で
、
部

隊
名
は
知
ら
さ
れ
な
か
っ
た
。
一
年
後
に
収
容
所
ソ
連
側
に
下
士

官
以
上
の
写
真
が
来
た
。
三
四
一
特
務
機
関
部
隊
と
の
こ
と
で
、

満
州
に
お
い
て
白
系
露
人
を
雇
っ
て
い
た
た
め
、
彼
ら
が
二
重
ス

パ
イ
を
し
た
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
帰
国
の
障
害
に
な
っ
て
は

な
ら
な
い
と
、
こ
れ
を
き
っ
か
け
に
民
主
運
動
に
全
員
が
参
加
、

運
動
を
盛
り
上
げ
た
。

夏
が
来
た
。
タ
ン
ポ
ポ
、
ア
カ
ザ
を
は
じ
め
雑
草
が
生
い
茂

り
、
作
業
所
、
ま
た
帰
所
後
、
周
辺
の
雑
草
を
取
り
、
全
員
が
毎

日
食
べ
た
。
そ
の
中
に
毒
草
が
あ
っ
た
の
か
、
二
人
が
死
亡
し

た
。二
十
二
年
七
月
、
ハ
バ
ロ
フ
ス
ク
第
十
一
分
所
に
移
さ
れ
た
。

こ
の
分
所
は
小
さ
い
収
容
所
で
百
人
く
ら
い
。
作
業
は
魚
工
場
で

あ
っ
た
。
作
業
が
終
わ
り
、
帰
り
に
は
、
魚
を
被
服
の
中
に
入
れ

て
持
ち
帰
る
と
、
工
場
の
出
口
に
門
衛
が
い
て
、
一
人
一
人
検
査

を
し
て
取
り
上
げ
る
。
私
は
十
日
後
に
医
務
室
勤
務
を
命
ぜ
ら
れ

た
が
、
魚
工
場
の
軽
作
業
な
の
で
患
者
は
な
か
っ
た
。

二
十
三
年
一
月
、
ハ
バ
ロ
フ
ス
ク
第
十
四
分
所
に
移
転
。
当
分

所
は
第
二
ハ
バ
ロ
フ
ス
ク
駅
の
近
く
で
、
道
路
を
隔
て
飛
行
場
が

あ
り
、
そ
の
片
隅
に
山
田
関
東
軍
司
令
官
の
乗
っ
て
来
た
戦
闘
機

が
あ
っ
た
。
当
分
所
は
建
築
作
業
で
、
岩
の
ご
と
く
氷
結
し
た
土

を
ツ
ル
ハ
シ
で
二
メ
ー
ト
ル
の
深
さ
に
掘
り
、
基
礎
を
作
り
、
そ



の
上
に
れ
ん
が
を
積
み
、
二
階
、
三
階
ま
で
も
コ
ン
ク
リ
を
持
ち

上
げ
る
。
こ
の
よ
う
な
作
業
な
の
で
ノ
ル
マ
は
な
か
っ
た
。
し
ば

ら
く
し
て
民
主
委
員
長
を
選
出
し
て
、
作
業
よ
り
帰
所
後
、
社
会

主
義
の
要
旨
に
つ
い
て
教
授
を
行
っ
た
。

七
月
に
入
り
、
二
十
人
が
ア
ム
ー
ル
河
の
中
州
に
、
家
畜
の
飼

料
に
す
る
草
刈
り
に
。
私
も
救
護
員
と
し
て
同
行
。
三
カ
所
の
水

た
ま
り
が
あ
り
、
そ
の
中
に
大
き
な
鯉
や
鮒
が
い
た
の
で
、
大
釜

で
煮
て
食
べ
た
。
十
日
間
で
終
わ
り
帰
所
。
民
主
運
動
を
盛
り
上

げ
た
た
め
か
、
七
月
末
、
五
百
人
の
う
ち
四
百
五
十
人
が
帰
国
し

た
。
五
十
人
は
残
さ
れ
た
。
私
も
そ
の
一
人
。
馬
車
の
係
が
帰
国

し
た
の
で
、
私
が
そ
の
役
を
引
き
受
け
た
。
毎
日
、
糧
秣
受
領
と

収
容
所
長
職
員
の
家
庭
に
水
、
石
炭
、
薪
等
の
運
搬
が
仕
事
。
家

族
の
人
が
、
私
が
伺
お
う
と
お
茶
を
出
し
、
パ
ン
を
与
え
て
く
れ

る
。二
十
四
年
八
月
十
五
日
、
帰
国
の
た
め
収
容
所
を
出
発
。
八
月

三
十
日
、
山
澄
丸
に
て
ナ
ホ
ト
カ
を
出
発
。
九
月
一
日
、
舞
鶴
に

上
陸
。
九
月
三
日
、
七
年
ぶ
り
に
帰
宅
。

飢
え
と
寒
さ
と
重
労
働　 

千
葉
県
　
溝
口
菊
雄
　 

ウ
ラ
ル
の
山
中
で

八
月
十
五
日
終
戦
の
玉
音
放
送
に
悲
憤
の
涙
を
流
し
、
十
九
日

に
ソ
連
軍
使
の
出
迎
え
で
用
心
深
さ
と
猜
疑
心
の
強
さ
に
て
こ

ず
っ
た
あ
げ
く
、
特
務
機
関
本
館
に
集
合
を
命
ぜ
ら
れ
、
武
装
解

除
を
受
け
、
続
い
て
ハ
ル
ピ
ン
刑
務
所
に
収
容
さ
れ
た
。
こ
こ
で

は
空
腹
と
毎
晩
の
よ
う
に
襲
う
南
京
虫
の
大
軍
に
悩
ま
さ
れ
、
終

戦
直
後
の
こ
と
で
も
あ
り
、
生
命
に
対
す
る
不
安
さ
え
頭
の
片
隅

に
は
残
っ
て
い
た
。

一
週
間
ほ
ど
し
て
貨
車
に
乗
せ
ら
れ
、
東
へ
向
か
っ
た
。
ソ
満

国
境
の
激
戦
の
跡
を
通
り
、
着
い
た
所
は
極
東
司
令
部
が
あ
る
ウ

オ
ロ
シ
ロ
フ
で
あ
っ
た
。
こ
こ
で
は
も
っ
ぱ
ら
取
り
調
べ
を
受
け

る
の
が
仕
事
だ
っ
た
。

十
二
月
の
初
め
、
再
び
貨
車
に
乗
せ
ら
れ
、
汽
車
は
西
へ
西
へ

と
走
っ
た
。
二
十
八
日
目
に
十
数
人
の
死
者
を
出
し
な
が
ら
一
面




